
令和元年度
前橋工科大学学生生活実態調査

報告書



はじめに

本調査は学生委員会が中心となり、平成２１年度から実施

しています。

調査内容は、経済状況、食生活、大学生活など多岐に渡っ

ており、幅広い視点から本学学生の生活実態等を把握し、今

後の大学内での各種検討につなげることを目的としています。

この度、今年度の調査結果を取りまとめましたので、報告

します。

令和元年１２月

前橋工科大学学生委員会

調査実施日 令和元年9月2１日

調査対象学生数 １，３３０名

有効回答数 １，０１７名

（有効回答率 ７６％）
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１．回答者データ

■ 男女比（Ｎ＝１０１７）

■ 課程（Ｎ＝１０１７）

■ 学年（Ｎ＝１０１７）

■ 学科／専攻（Ｎ＝１０１７）

■ 住居スタイル（Ｎ＝１０１０）

93% 7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部 大学院

26% 22% 24% 20% 4% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学部１年 学部２年 学部３年 学部４年 大学院1年 大学院2年

16% 18% 16% 16% 16% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会環境工学科
（建設工学専攻）

建築学科

（建築学専攻）

生命情報学科

（生命情報学専攻）

システム生体工学科

（システム生体工学専攻）

生物工学科
（生物工学専攻）

総合デザイン工学科

30% 70%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（実家） 自宅外

71% 29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
男性 女性

2



２．経済状況（１）

■ 一か月の総収入額（Ｎ＝１００８）

５万円以上１５万円未満の学生が約半数を占めている。

■ 家族からの援助額（Ｎ＝１００５）

「援助なし」「３万円未満」「５万円未満」が同規模であり、多数を占める。

■ 一か月の総支出額（Ｎ＝９９５）

約９割の学生が１か月の支出を１０万円未満に抑えている。

11% 16% 20% 27% 21% 4% 0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３万円未満 ５万円未満 ７万円未満 １０万円未満 １５万円未満 ２０万円未満 ２５万円未満 ２５万円以上

28% 24% 26% 10% 7% 2%1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

援助なし ３万円未満 ５万円未満 ７万円未満 １０万円未満 １３万円未満 １５万円未満 １５万円以上

19% 25% 23% 24% 7% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３万円未満 ５万円未満 ７万円未満 １０万円未満 １５万円未満 ２０万円未満 ２５万円未満 ２５万円以上
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２．経済状況（２）

■ アルバイト（Ｎ＝１０００）

約８割の学生がアルバイトを行っている。

■ アルバイトの目的（Ｎ＝７７７）

半数の学生が生活費を賄うためにアルバイトを行なっている。

■ アルバイトの労働時間（週）（Ｎ＝７９６）

７割の学生が週２０時間未満でアルバイトを行っている。

■ アルバイトの収入額（Ｎ＝７９９）

６割の学生が３万円～７万円の収入をアルバイトで稼いでいる。

78% 22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
している していない

5% 2% 47% 37% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
授業料 修学費 生活費 娯楽・嗜好品費 貯金

18% 55% 21% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～１０時間未満 １０～２０時間未満 ２０～３０時間未満 ３０時間以上

13% 26% 32% 23% 4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３万円未満 ５万円未満 ７万円未満 １０万円未満 １５万円未満 １５万円以上
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２．経済状況（３）

■ 奨学金の受給状況（Ｎ＝１００１）

４割の学生が奨学金を受給している。

■ 奨学金の受給額（Ｎ＝４７２）

約９割の学生が８万円未満の奨学金を受給している。

42% 58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けている 受けていない

56% 31% 9% 2% 1% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５万円未満 ８万円未満 １０万円未満 １２万円未満 １５万円未満 １５万円以上
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３．大学生活（１）

■ 通学方法（複数回答）（Ｎ＝１００１）

多くの学生が自転車で通学している。

■ 居住地域（Ｎ＝９９８）

市内から通学する学生が７割となっている。

■ 住居の種類（Ｎ＝１００１）

７割の学生がマンション・アパートに住んでいる。

■ 家賃（Ｎ＝８２７）

９割以上の学生が５万円未満の家賃の住居で生活している。

627 

281 

269 

103 

41 

20 

0 100 200 300 400 500 600 700

自転車

自動車

徒歩

電車

バイク

バス

71% 21% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内 県内 県外

28% 70% 1% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 マンション・アパート 親戚・知人宅 ルームシェア

19% 43% 29% 5% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３万円未満 ４万円未満 ５万円未満 ６万円未満 ６万円以上
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３．大学生活（２）

■ 読書（Ｎ＝１００１）

約半数が読書をしていない。

■ タバコ（Ｎ＝９９４）

約９割は喫煙していない。

■ 朝食の有無（Ｎ＝９９８）

毎日食べる学生が３割しかいない。

■ 朝食を食べない理由（Ｎ＝６８０）

起床時間が遅いため朝食を取らない学生が７割となっている。

49% 38% 9% 2% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0冊 1～2冊 3～4冊 5～6冊 7～9冊 10冊以上

93% 2%1%

1%
1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0本 1～2本 3～4本 5～6本 7～9本 10本以上

31% 41% 27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
毎日食べる 時々食べないことがある 食べない

74% 26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
朝の起床が遅い 食べたくない
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３．大学生活（３）

■ 昼食の種類（Ｎ＝９１０）

大学内やコンビニ等、アクセスしやすい場所で調達する学生が多い。

■ 夕食の種類（Ｎ＝９４９）

自宅外の学生が多いので、５割以上の学生が自炊をしている。

32% 27% 5% 12% 19% 2% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生協食堂 コンビニ 学外飲食店（定食・ファーストフード店） 手作り弁当 自宅 カップラーメン等 食べない

27% 54% 13% 5% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族が作る 自炊 学外飲食店 テイクアウト 食べない
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４．課外活動

■ クラブ・サークル・団体活動（Ｎ＝９９８）

半数以上の学生が学内外にて、サークル等の活動を行っている。

５．悩み事と各種支援制度（１）

■ 学生相談窓口の認知度（Ｎ＝９９８）

相談窓口についての認知度は６割を超えている。

■ 学生相談窓口の利用（Ｎ＝９９８）

学生相談窓口を知っているが、利用者が数パーセントとごく僅かである。

51% 3% 46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学公認のクラブ・サークル 大学外のクラブ・サークル 加入していない

64% 36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない

2% 94% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない 今後利用してみたい
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５．悩み事と各種支援制度（２）

■ メンタル相談の認知度（Ｎ＝９９８）

学生相談の認知度よりも低いものの、約半数の学生がメンタル相談窓口を認知

している。

■ メンタル相談の利用（Ｎ＝９９２）

相談窓口を知ってはいるが、利用者数は数パーセントとごく僅かである。

■ 日頃の悩み（複数回答）（Ｎ＝９３９）

就職、金銭、勉学といった日頃から意識しやすい項目に関する悩みが多い。

（件）

48% 52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らなかった

3% 94% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない 利用してみたい

369
299

231
204

177
154

137
114

64
64

52
52

45
43

22
9

229

0 50 100 150 200 250 300 350 400

就職関係

お金（生活費等）

勉学（授業・レポート等）

専攻分野・進路

自分の性格や能力

生きがい

時間が足りない

アルバイト

心身の不調・病気

異性関係

対人関係

住居や生活の雑事

サークル活動等

政治や社会の動き

家族関係

その他

特にない
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５．悩み事と各種支援制度（３）

■ 悩みの相談相手（複数回答）（Ｎ＝９８０）

身近な相手に相談する傾向が多いが、誰にも相談しない傾向も多くみられる。

■ 学年担当制（Ｎ＝９９６） （件）

半数を超える学生が知らないと回答している。

■ 学習環境の満足度（Ｎ＝９６２）

８割以上の学生が「やや満足」以上と回答している。

６．大学に対する満足度（１）

652

447

33

8

2

10

208

0 100 200 300 400 500 600 700

友人

家族

教員

保健室

学生相談窓口

その他

誰にもしない

46% 54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない

11% 39% 33% 11% 4% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満
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６．大学に対する満足度（２）

■ 情報機器の充実度（Ｎ＝９６３）

７割以上の学生が「やや満足」以上と回答している。

■ 講義情報等の伝達環境の満足度（Ｎ＝９６1）

６割の学生が「やや満足」以上と評価している。

■ ホームページ等での情報提供の満足度（Ｎ＝９６１）

７割の学生が「やや満足」以上と評価している。

■ 相談環境の満足度（Ｎ＝９５５）

９割以上の学生が「やや満足」以上と評価している。

7% 35% 31% 16% 7% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満

6% 27% 30% 22% 11% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満

7% 30% 34% 18% 7% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満

9% 46% 37% 5% 2% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満
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６．大学に対する満足度（３）

■ 教員サポートの満足度（Ｎ＝９５６）

教員によるサポートに満足している学生が約９割を占めている。

■ 事務局での窓口対応の満足度（Ｎ＝９６０）

８割の学生が「やや満足」以上と評価している。

9% 44% 36% 8%
2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満

11% 41% 28% 11% 5% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足 満足 やや満足 やや不満 不満 非常に不満
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